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姿を現した古墳時代の集落跡
下鶴遺跡

　下鶴遺跡は，伊佐市大口下殿に所在する縄文

時代から近世にかけての複合遺跡です。川内川

激甚災害対策特別緊急事業の築堤工事等に伴っ

て，今年５月から発掘調査を開始しました。現在，

古墳時代の竪穴住居跡をはじめとする様々な遺

構が検出されています。

　下鶴遺跡の周辺では，焼山遺跡や下ノ原Ｂ遺

跡など，同じ時代の遺跡が多数見つかっています。

これらのことから，下鶴遺跡とその周辺には，

古くから人々の暮らしが営まれていたことがわ

かってきました。（４ページ参照）

坩形土器出土状況

※中央凸形の黒い部分が竪穴住居跡

竪穴住居跡検出状況

し　も　 　づ　るし　も　 　づ　る
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こりゃハマりそう…
－埋文センターでの体験・研修－

　埋蔵文化財センターでは，児童・生徒・学生への体験学習や，

教職員・市町村の専門職員などを対象とした研修講座を毎年開催

しています。今年も，たくさんの人たちが郷土の先人たちの営み

にふれ，その足跡を後世に残すための作業に汗を流しました。

　夏休みは，先生方にとっても幅広い知識を身につける絶好の機

会です。

　今年は上記３回の研修に，

計30名の先生方が参加されま

した。このほかに，個人とし

ての研修も受け入れました。

　来てみれば必ず

“ハマる”埋文の

世界。来年度はぜ

ひあなたも体験し

てみませんか。

写真１～３
　フレッシュ研修
　・平板実測
　・整理作業見学
　・発掘体験
写真４　
　パワーアップ研修
　・拓本体験

写真５
　インターンシップ
　・鉄器の脱塩作業
写真６
　埋蔵文化財専門職員養成講座（中級講座）
　・土器復元

１

２

３
４

５ ６

　市町村教育委員会の職員を対象に，中級講座（

７/１～３）と初級講座（８/18 ～ 19）を開催し，

合わせて 16 名が参加しました。

　出土遺物の整理作業や発掘調査の方法・技術，

保存処理の基礎知識などの専門的な技術研修のほ

か，各市町村

の現状につい

ての情報交換

など，有意義

な講座となり

ました。

　９月７日からの１週間，鹿児島大学理学部と鹿児

島国際大学短期大学部の学生５名が，発掘作業や整

理作業，保存処理の体験に汗を流しました。

　発掘現場では，炎天下で

ジョレンを引き，整理作業

では拓本や実測など細かい

作業が続き，かなり密度の

濃い 1週間となったようで

した。

教職員研修

埋蔵
文化財専門職員養成講座職場体験・インターンシップ

パワーアップ研修（教職経験 10 年）
 ・７/30 ～ 31（小学校，特別支援学校ほか）
 ・８/６～７（中学校，高等学校）
フレッシュ研修（初任者）
 ・８/18 ～ 19
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜっこう

　　　　　　　ゆう い  ぎ



3「埋文だより」　第51号

写真13～15
　日本旧石器学会
　・展示された細石
　　刃押圧加工具
　・研究発表
　・展示会場
　

写真７～10　霧島市文化財少年団
　　　　　　・発掘体験
　　　　　　・土器の文様づくり
写真11　　　鹿屋市文化財ウォッチング
　　　　　　・発掘体験
写真12　　　薩摩川内市中央公民館講座
　　　　　　・整理作業見学

７

８

９10

12

13

1415

11

　６月 27，28 日の両日，日本旧石器学会（日本旧石器学会，九州旧石器

文化研究会主催）が，地方開催としては初めて，当センターで開催され

ました。当日は韓国をはじめ，全国各地から大学・研究機関等の研究者

およそ 150 名が集い，会場内は大盛況でした。

　「南九州における後期更新世の自然環境」と題して，井村隆介鹿児島大

学理学部教授による記念講演があり，

その後，『南九州の

旧石器時代石器群

－「南」の地域性と

文化の交錯－』を

テーマに，白熱し

た議論が交わされ

ました。

　当センターでは，学校の学習活動はもちろんのこと，

市町村はじめ各種団体の活動も受け入れています。

　この夏は，学校以外の団体として「霧島市文化財少

年団」（７月 28 日ほか，霧島市），「文化財ウォッチン

グ『古代ロマンをたずねて』」（８月５日，鹿屋市），中

央公民館講座（８月７日，薩摩川内市）の３団体が，

発掘現場

などでさ

まざまな

体験活動

をしまし

た。

日本旧石器学会を開催

こんな団体もみえました

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  きりしま

                                                              

                                                                                      かのや

                                                      さつ ま  せんだい

                                                              

                               　　　　 だいせいきょう  

                         こうしんせい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうさく
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①旅をしてきた須恵器

　６号竪穴住居跡の中から，須恵器のふたが見つかりました。

古墳時代に須恵器を焼く技術は鹿児島にはなく，県外から入手

したものではないかと思われます。下鶴の人たちはどのように

して須恵器を手に入れたのでしょうか。

　いずれにしても，この時期の須恵器が完全な形で見つかるこ

とは珍しく，貴重な資料と言えます。

②局部磨製石斧が出土

④地鎮祭の跡？柱の底のお金
　～油免・本寺遺跡～（南さつま市）

③弥生時代の集落跡
　　　　　～十三塚遺跡～（鹿屋市）

発掘調査
終　　了

　東九州自動車道建設に伴う発掘調

査で２年目を迎えた十三塚遺跡では，

これまでに８軒の竪穴住居跡や樹皮

布叩石などが発見されています。

　現在，これまでの住居より少し離れたところ

に２本柱をもつ竪穴住居跡が検出されており，

近くには同時期のものと思われる掘立柱建物跡

も見つかりました。また，その周囲からは土製

の勾玉 (装飾品）も３点出土しています。

発掘調査中
来年３月まで

　油免・本寺遺跡は，国道改良工事

に伴い，６月から８月まで発掘調査

を行いました。

　ここでは，直径約 80cm，深さ約１ｍ前後の大

型の柱の穴が５つ発見され，掘立柱建物の一部

であることが分かりました。建物の規模等は不

明ですが，そのうち２つの柱の穴の底から，10

世紀中頃に作られたお金である「宋通元寶」が

出土しました。

　中郡遺跡は，弥生時代・中世の遺跡として知られ，今年５月か

ら南九州西回り自動車道建設に伴い発掘調査が始まりました。調

査では新たに押型文土器や円筒形条痕文土器，環状石斧といった

縄文時代早期の遺物も出土しました。また，全面を打ち欠いて粗

く加工し，刃の一部だけを磨いた特殊な石斧 (局部磨製石斧 )も

出土しています。

～中郡遺跡群～（出水市）

～下鶴遺跡～（伊佐市）

発掘調査中　来年３月まで

発掘調査中　来年３月まで

12,000 年前 10,000 8,000 6,000 4,000 2,000 1,000

旧石器 縄文 弥生 古墳 奈良・平安 鎌倉・室町 江戸 明治～

１

３

２

４

今年度埋蔵文化財センターで実施している発掘調査の中から，最新の情報をご紹介します。

今回紹介する遺跡の主な時代

出土した局部磨製石斧

古銭Ｘ線撮影写真柱穴の底から出土した古銭土製勾玉

出土した須恵器のふた

竪穴住居跡完掘状況

秋見学できます！発掘調査最新情報

す　　 え　　　き

や

きょく    ぶ      ま     せい   せき     ふ

なか　ごおり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  おし がた もん　　　　　　　　　　 えん  とう  けいじょう  こん  もん　　　　　　　　　　かん じょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あら

                                                  　　　　　　　　　　　　　　　 みが                とく  しゅ

　　

じゅう　 さん   づか あぶら めん　　　　　 もと    でら

そう  つう  げん ぽう

じゅ　ひ
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⑪出土遺物の処理その２「鉄器」
  て っ        き

鉄鏃の出土状況（天神段遺跡）
中央やや左は砥石（表面がなめらかなもの）

　　　　　　てつ　ぞく　　　　　　　　　　　　　　　　　　  てん　じん　だん  

                                          と　いし

Ｘ線撮影で６本の鉄鏃を確認

処理の様子（①アルミナパウダーによるクリーニング，②脱塩液の調合，③・④処理後の遺物の封入作業）

遺物を保存処理するための機器②
　精密…，何だかややこしい名前が多いですが，鉄器の処理には欠かせない機器です。

　精密噴射加工器は，コップや鏡などに文字や模様をデザインするグラスアートでも使わ

れています。グラスアートの世界では，アルミナの細かい粒を圧縮空気で噴射してガラス

表面を削りますが，埋蔵文化財の世界では鉄器表面

のさびや砂粒などを除去します。精密電動工具類は

ダイヤモンドビットや軸付砥石などの先端工具をル

ーターで高速回転させて ,竹串や精密噴射加工器な

どで除去できない硬いさびを落とします。いずれも，

ものづくりの工房などでよく使われるものです。

　樹脂減圧含浸装置は，真空に近い環境を作り，傷

んだ鉄器の内部まで樹脂を浸透させます。浸透と，

乾燥を繰り返し行い，さびを食い止めます。
上：精密噴射加工器
下：精密電動工具類

樹脂減圧含浸装置 熱風循環式乾燥機

精密噴射加工器
精密電動工具類

樹脂減圧含浸装置
熱風循環式乾燥機

金属はなぜさびるのか…

残す・伝える

　鉄を例にして考えてみましょう。

　鉄がさびると赤茶色（赤さび）や黒色

（黒さび）の物質になります。これは，鉄が酸素と結びついてできるも

のです。私たちがふだん見ているぴかぴかの鉄は，鉄鉱石という岩に含

まれる鉄を高温で溶かして取り出し，さらに削ったり磨いたりしたもの

です。鉄鉱石の中では，鉄はぴかぴかではなく酸素などと結びついて赤

茶色や黒色の状態です。つまり，鉄は自然な状態ではさびているのです。

他の金属も，鉄と同じように，さびていくのが自然な流れなのです。

　鉄がさびるのは自然なこと。とはいえ，発掘

調査で出土した遺物は，先人の知恵や文化の証

です。後世に伝えるた

めにも，さびを食い止めなくてはなりません。そのため

に，上のような流れで保存処理を進めています。

　ひとくくりに「鉄器」という見出しにしましたが，遺跡から

は鉄製品だけでなく，銅や錫・鉛など，鉄以外の金属で作られ

たものも出土します。

　これらの遺物も，数百年あるいはそれ以上の間，土の中に埋

もれていたためにかなりさびついています。そのままではいず

れぼろぼろになってしまうため，機械や薬品を使ってさびが進

まないように保存処理をします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すず　　なまり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てっこうせき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 けず　        　　みが

　　　　　　　　　　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 あかし

　　　　せいみつ

　　　　　　　　　ふんしゃ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 あっしゅく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じょ きょ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 じく つき 

  　　　じゅ　し　げん あつ がん しん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 しん とう

　　　　　　　　　

計測等 肉眼観察し，実測図を作成します。

カルテ作成 処理前写真撮影から収蔵まで，
すべての処理工程を記録します。

診断 顕微鏡観察，Ｘ線撮影，蛍光Ｘ線
分析など，機器を使って診断します。

クリーニング 竹串，筆のほか，電動工具やアルミナ
パウダーなどでさびを落とします。

脱塩・安定化処理 薬品を使ってさび止めします。

樹脂含浸 遺物表面を樹脂被膜で保護して，水分
や酸素から鉄器を守ります。

パック・収蔵 脱酸素・吸湿剤を封入し，収蔵します。

鉄器処理の流れ

１ ２ ３ ４



　虎居城跡はさつま町宮之城屋地に位置し，三方を川内川に囲まれた中世

の山城です。昨年11月に引き続き，７月４日（土）に現地説明会を実施し

ました。

　当日は天候にも恵まれ，県内外から500名を超える見学者が訪れました。

発掘現場ではシオノ城の掘立柱建物跡やかまど跡，城をめぐる堀や柱など

の木製品の説明，展示コーナーでは陶磁器等の出土品や遺物・遺構の写真

展示を行いました。遺跡や出土品を前に，多くの見学者が在りし日の虎居城に思いを馳せていました。

見学者500名超！～虎居城跡現地説明会～

担当者が語る発掘現場裏話～縄文の森企画展講演会～

　８月９日，９月12日の２日間，上野原縄文の森展示館において開催中の

「新発見！かごしまの遺跡2009～県立埋蔵文化財センター発掘速報展～」

に関連して，調査担当者等による企画展講演会を実施しました。

　企画展で紹介している遺跡の調査成果や出土遺物の詳しい説明のほか，

当時の苦労話なども飛び出しました。たくさんの方々に参加していただき，

本当にありがとうございました。

遺構の説明の様子

映像を交えて分かりやすく解説

地域が育む「かごしまの教育」県民週間 関連行事のご案内
　当センターでは「かごしまの教育」県民週間に伴い，下記のとおり，11月中に２か所で現地説明会を行

います。また，上野原縄文の森展示館との共催事業として，11月３日に３回目の企画展講演会も行います。

ご家族やお友達とお誘い合わせの上，ぜひご参加ください。職員一同，心よりお待ちしております。

中郡遺跡群現地説明会（出水市）

　日時：11月７日（土）

　　　　１回目　10：00～11：30

　　　　２回目　13：00～14：30

　内容：中世の城館跡に関連する建物跡

　　　　や輸入陶磁器，縄文時代早期の

　　　　土器などの紹介と発掘体験

　発掘調査事務所TEL　0996-84-3617

下鶴遺跡現地説明会（伊佐市）

　日時：11月28日（土）

　　　　１回目　10：00～12：00

　　　　２回目　14：00～16：00

　内容：弥生時代の土坑・古墳時代の竪

　　　　穴住居跡などの遺構紹介と火お

　　　　こしなどの生活体験

　発掘調査事務所TEL　0995-22-4007

 第25回縄文の森展示館企画展
「新発見！かごしまの遺跡2009
　　 ～県立埋蔵文化財センター発掘速報展～」

　　　　　 講演会のお知らせ

　演題：「発掘調査の成果報告」

　日時：11月３日（火・祝日）

　　　　13：30～15：00

　場所：上野原縄文の森展示館

　　　　１階多目的ルーム

　内容：担当者による調査報告会

　　　　遺物等の説明ほか

　　　　○虎居城跡(さつま町)

　　　　○石縊・十三塚遺跡(鹿屋市)

　　　　○川骨遺跡(薩摩川内市)

  当センターの見学は，土曜・日曜・祝日・年末年始を

除き，毎日午前９時～午後５時まで，入館料は無料です。

お近くにお越しの節はぜひお立ち寄りください。

　なお，当センターのホームページは，鹿児島県教育委員会（http://www.pref.kagoshima.jp/kyoiku/）

または，上野原縄文の森(http://www.jomon-no-mori.jp/)からお入りください。

川　内　川

下鶴遺跡

404

267

大口南中

曽木の滝

野

 田

  川

中郡遺跡群

368
3

504

のだごう

市役所支所

野田女子高

肥薩おれんじ鉄道

まいぶんインフォメーションまいぶんインフォメーション

場所

場所
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